◆05　島先京一「知的障がい児福祉の現場への現代美術の方法論の導入の試み」
■報告要旨（2,000字以内）［註、文献、図表等も含む］

知的障がい児を対象としたボランティア活動としての造形活動によるワークショップは、専門的な芸術家や美術を学ぶ大学生、或いはアマチュアなど様ざまなアーティストによって、展開されている。これらの造形ワークショップにおいて最も一般的な方法は、専門の高等学校や美術大学等で行われる造形教育プログラムの一部を、専門家がサポートしながら知的障がい児にも経験してもらおうというものであろう。こどもたちは、日常生活の中ではなかなか触れる機会のない専門的な道具や素材を直に手にし、平均児が平均的な学校教育の中では知る機会のないようなことを体験することになる。そしてそのような非日常的な体験はこどもたちにとって、情操教育支援及び、余暇活動支援の貴重な機会となろう。きわめて例外的な事例ではあろうが、こどもが本人や保護者もそれまで気がつかなかったような才能を発揮することにより、アール・ブリュット・アーティストの発見ならびに育成につながる可能性もある。指導するボランティア・アーティストにとっても、自らの表現活動の中に社会性を見出す機会ともなり、また時にはこどもたちの表現の中から制作のヒントを得ることもある。このように、造形活動によるワークショップは、参加する人びとに対して様ざまな意義をもたらしてくれる可能性をもっている。
しかし造形活動によるワークショップは、プログラムの設定によっては、参加者に能力主義的な観点を与えてしまう可能性もある。プログラムが、伝統的な、或いは慣習的な絵画表現や立体表現を目指すような設定である時、このことは起こりやすいと考えられるが、それは、参加者や指導者がその表現結果の巧拙の差にどうしても目を奪われてしまうからである。もちろん、多くのアール・ブリュット・アーティストの事例が示すように、知的障がい児の中にも、類まれな技能や感性の輝きを見せるこどももいる。しかしそれは、平均児の場合と同じく、少数の事例なのである。うまく表現できないこども、何を目指せばよいのかわからないこどもにとって造形活動によるワークショップは、善意にあふれた大人によって仕方なしにやらされている活動に過ぎない可能性もある。

報告者も約十年間近く、美術を学ぶ大学生との協働の中で、知的障がい児を対象とした造形活動のワークショップを展開してきた。最初の頃は、知的障がい児福祉の現場に美術を学ぶ大学生を同行させることの教育的意義を重視していた。また障がいとともに育つこどもたちの中に、思わぬ才能を見出すことができるのではないかという期待ももっていた。しかし、自ら実践を積み重ね、或いは他のボランティアによる同様の取り組みの成果を観察していく中で、ワークショップの成果は指導者の力量を反映するものであって、こどもたちの自主的なものつくりに対する意志の発揮では必ずしもない場合が少なくないことに気づかされた。こどもたちを含めた参加者すべてが、能力主義にとらわれずに楽しめるワークショップの必要性を感じ始めた報告者にとって、重要な導きをもたらしてくれたのが、現代美術の考え方、ならびに現代美術に特有の表現形式である、インスタレーション（仮設的装置）の方法であった。

現代美術が目指しているものは、直観的価値観の不断の脱構築であるといっていいであろう。現代美術のアーティストは、常に既成の価値観を否定しながら、「おもしろい」という、単純ではあるが深みも備えたキーワードに従って、新しい価値観の呈示を図る。そしてインスタレーションという、作品の永続的存在を最初から前提としない表現形式は、その仮設性ゆえに現代美術の特性を最もよく表していると考えられる。報告者は、知的障がい児を対象としたワークショップにおいて、こどもたち、美術学生、そして一般のボランティアとともに、アート・インスタレーションの制作に取り組むことを考えた。

報告者が取り組んだのは、できる限り安価に入手することができる日常的な素材を用いて、室内等の普段見慣れている景色を、一時的に改変してしまおうというものである。安価で日常的な素材を用いることには、大量に導入することによって風景の劇的な変化をもたらしたいということと、通常の使用法とは異なる方法で用いることで、意味の脱構築がもたらし得る直観的な快感を経験してもらいたいという、二つの狙いがある。このようなインスタレーションにおいては、行為の成果に巧拙の差が表れにくく、専門家もこどもたちも、そして一般のボランティアも、殆ど共通する立場から現代美術の楽しさを味わうことができる。今回の報告では、最近の取り組みのいくつかをご紹介したい。
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